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(1)小山駅東西の回遊化、活性化（小山市ボランティア支援センター運営委員会 × 小山市） 

小山評定の地散策の様子  

 

本事業は、小山駅東西の地域住民や利用者

等が小山駅の東西を行き来する人の流れをつ

くり、小山駅周辺の回遊化、活性化を推進す

ることを目的としました。 

 

小山駅東口には、小山市民の生涯学習の場

である白鷗大学東キャンパスがあり、小山駅

西口は、中心市街地活性化を目的とする再開

発ビル「城山・サクラ・コモン」が建設され、

その 2 階には、市民活動の拠点である「まち

なか交流センター おやま～る」がオープン

しました。また、平成 24 年 6 月に小山駅の

東西を結ぶ小山駅東西自由通路「さくら道」

が完成し、各地域が連携して駅周辺の回遊化、

活性化を図ることを目的としました。 

 

小山市ボランティア支援センター運営委員

会と小山市を中心にプラットフォームを構成

し、市民が小山駅東西で行われる各種イベン

トなどを通じ、駅の東西を回遊することを促

し、駅周辺地域の活性化を図るための以下の

事業を企画、実施しました。 

1. 講演会 

平成 24 年 10 月 21 日に白鷗大学東キャ

ンパスホールにて三遊亭らん丈氏を講師に

「仲間はずれを出さなかった江戸っ子」とい

うテーマで講演会を開催しました。当日は

100 名の方にご来場いただきました。 

2. 小山評定の地散策 

上記の講演会にあわせて、43 名の方に参

加いただき、駅周辺の史跡散策会を開催しま

した。案内役はいいこと教え隊おやままちな

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 24 年 7 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,095 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

小山市ボランティア支援センター運営委

員会、おやま西口まつり実行委員会、い

いとこ教え隊おやままちなかボランティ

アガイド、未来創造ネットワーク白鷗  

小山駅東西の回遊化、活性化 

小山市ボランティア支援センター運営委員会 × 小山市 

■実施期間
　平成24年7月～平成25年3月
■事業費：1,095千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　小山市ボランティア支援センター運営委

員会、おやま西口まつり実行委員会、い
いとこ教え隊おやままちなかボランティ
アガイド、未来創造ネットワーク白鷗

実施までの経緯   

事業目的 具体的な事業内容

小山駅東西の回遊化、活性化
小山市ボランティア支援センター運営委員会　×　小山市

鷗鷗
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かボランティアガイドさんにお願いしました。 

参加者は、駅東地区にある白鷗大学東キャ

ンパスから小山駅中央自由通路を経由し、駅

の西側に位置する小山御殿跡（※1）と小山

評定跡（※2）を散策しました。散策終了後

は、講演会と同時開催されていたうどんまつ

りなどを楽しみました。 

※1 徳川将軍家が日光東照宮を参拝する際

の休憩・宿泊所として設けられたもの。 

※2 「天下分け目の関ヶ原の戦い」において、

徳川家康が率いた東軍が下野国小山に

本陣を置き、諸将を招集して軍議を開き

ました。この軍議が東軍に結束をもたら

し、勝利に道筋をつけることとなりまし

た。 

 

小山駅西口で同日開催された「おやま西口

まつり」や「おやま開運まつり」などの多く

のイベントにあわせて、東口の白鷗大学東キ

ャンパスで三遊亭らん丈氏の講演会を実施し、

東西のイベント両方に参加できるように各実

行委員会と調整をしました。また、ポスター

やチラシ等で呼びかけることで多くの参加者

を募り、イベントに来場してもらうことによ

って、小山駅周辺の回遊化や活性化につなが

ると考えました。 

 

 

 

地元を愛し、発展させたい思いで活動をさ

れている東京都町田市議会議員で落語家の三

遊亭らん丈氏の講演会を通じて、「人と人との

ふれあいや協力しあうことが、結果として市

民協働の第一歩になる」ということを学びま

した。また、講演会当日に多くのイベント等

を盛り込んだことで、目標としていた地域の

回遊が促進され、地域の活性化につながりま

した。 

小山駅西口で開催された「おやま西口まつ

り」（主催：おやま西口まつり実行委員会）、

「おやま開運まつり」（主催：おやま開運まつ

り実行委員会）、「開運小山うどんまつり」（主

催：開運小山うどん会他）、「ハンドベルフェ

スタ in OYAMA」（主催：ハンドベルフェス

タ in OYAMA 実行委員会）、「子ども虐待防

止オレンジリボンたすきリレー」とポスター

を相互に掲載するなど、協働への新たな一歩

を踏み出すことができました。また、講演会

時に配付した「イベントガイドマップ」につ

いては、回遊をするにあたり、参考になった

と好評でした。多くの参加者が、東口から西

口へ移動し、配付した共通商品券を使用しま

した。実施アンケートによると、参加者には

高評価をいただいており、改善、発展させる

べき点もありましたが、回遊化、活性化の端

緒を開くことができました。 

 

■問合せ先：小山市市民生活課 市民協働推進係 

・住 所：〒323-0025 栃木県小山市城山町 3-7-5 

・電 話：0285-20-5561（代表） 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 事業を進める上での工夫

事業の成果と活用

■問合せ先：小山市市民生活課　市民協働推進係

・住　所：〒323-0025　栃木県小山市城山町3-7-5

・電　話：0285-20-5561（代表）

鷗

鷗
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(2)再生可能エネルギーである温泉熱利用促進と温暖化対策地域協議会創設の薦め（那須温泉地球温暖化対策地域協議会 × 栃木県） 

温泉熱の有効利用セミナーの様子 
 

 

本県には、鬼怒川、那須、塩原、日光など

温泉資源が豊富にあります。これまで未利用

であった温泉の余熱や排湯熱を、給湯や床暖

房などに有効活用することは、灯油や重油等

の化石燃料の使用量削減により、地球温暖化

の原因とされる温室効果ガス（CO2）の削減

や、温泉の価値の向上にもつながると期待さ

れます。そこで、再生可能エネルギーである

温泉熱の利用拡大を図ることにより、地球温

暖化の防止に寄与することを目的としました。 

 

那須町で多く利用されている、温泉熱利用

技術を、他の温泉地にも広げ、エネルギーの

地産地消を促進することにより、温泉事業者

の経営改善及び集客アップが期待できます。

また、温泉熱の有効利用は、東日本大震災及

び福島第一原子力発電所事故によるエネルギ

ー供給の不安定化にも対応できると考えられ

ます。 

そこで、温泉関係者を対象とした「温泉熱

の有効利用セミナー」や「先進地調査会」等、

温泉熱利用促進に向けた働きかけを行うこと

としました。 

 

ヒートポンプ（熱媒体や半導体等を用いて

低温部分から高温部分へ熱を移動させる技術）

の活用や、バイナリー発電（地下から取り出

した蒸気・熱水で、水より沸点の低い液体を

加熱・蒸発させ、その蒸気でタービンを回し

発電する技術）等の普及により、温泉熱のさ

らなる利用拡大を図るため、セミナーや先進

地調査、啓発冊子の配布、戸別訪問等を実施

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 24 年 8 月～平成 25 年 2 月 

■事業費：3,008 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

那須温泉地球温暖化対策地域協議会、栃木

県地球温暖化防止活動推進センター、㈱ネ

クスパ、㈱ヤマト栃木支店、那須町（観光

商工課）、栃木県（地球温暖化対策課） 

再生可能エネルギーである温泉熱利用促進と 

温暖化対策地域協議会創設の薦め 
那須温泉地球温暖化対策地域協議会 × 栃木県 

■実施期間
　平成 24 年 8 月～平成 25 年 2 月
■事業費：3,008 千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　那須温泉地球温暖化対策地域協議会、栃木

県地球温暖化防止活動推進センター、㈱ネ
クスパ、㈱ヤマト栃木支店、那須町（観光商
工課）、栃木県（地球温暖化対策課）

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

再生可能エネルギーである温泉熱利用促進と
温暖化対策地域協議会創設の薦め

那須温泉地球温暖化対策地域協議会　×　栃木県
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しました。 

1. 温泉熱の有効利用セミナー 

温泉熱利用機器導入プランや支援制度等の

紹介、温暖化対策地域協議会の設立の提案を

目的に県内 5 市町（宇都宮市、日光市、那須

塩原市、那須町、那珂川町）6 会場で「温泉

熱の有効利用セミナー」を開催し、延べ 121

名の方に参加いただきました。 

2. 先進地調査会 

那須町の那須温泉（テーマ：温泉熱利用施

設の見学）とバイナリー発電システムを開発

している神奈川県横浜市のアルバック理工㈱

（テーマ：温泉熱を利用した発電システムの

見学）の 2 箇所を見学しました。実際に導入

し稼働している機器や施設を見学することに

より、温泉熱の利用が、省エネ・省コストに

もつながることを実感することができました。

本調査会には、延べ 43 名の方が参加されま

した。 

3. プラットフォーム構成員による会議 

（定例会：３回開催） 

セミナー及び先進地調査会の企画・運営に

ついては、那須温泉地球温暖化対策地域協議

会が中心となって提案し、定例会において、

セミナー及び先進地調査会の実施方法等を協

議・決定しました。 

 

プラットフォーム構成員による事業の計画

立案、実施、点検、見直しを随時行いました。

また、セミナーについては、温泉地を中心に

複数回開催するようにし、先進地調査につい

ては、本県で導入可能なバイナリー発電機等

の調査を行いました。 

 

本事業で実施した「温泉熱の有効利用セミ

ナー」や「先進地調査会」に延べ 164 名の

方が参加し、温泉熱利用の効果や方法などに

ついて知っていただくことができ、また、地

域で温泉熱利用に関して調査・検討する地域

協議会の設立について、働きかけを行うこと

ができました。 

プラットフォーム構成員は引き続き、温泉

関係者に対し温泉熱利用の普及拡大と化石燃

料の使用量削減による温室効果ガスの削減を

働きかけ、併せて温泉地における地域協議会

の設立や源泉所有者、民間事業者によるバイ

ナリー発電の導入を支援し、栃木県全域に温

泉熱利用を広めていくこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問合せ先：栃木県 地球温暖化対策課 

・住 所：〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田 1-1-20 

・電 話：028-623-3187 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 事業を進める上での工夫

事業の成果と活用

■問合せ先：栃木県　地球温暖化対策課

・住　所：〒320-8501　栃木県宇都宮市塙田1-1-20

・電　話：028-623-3187
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(3)自然環境保全推進事業（佐野市環境ネットワーク会議 × 佐野市） 

環境保全活動の様子 
 

 

本事業は、佐野市の豊かな自然環境の保全

推進を図り、市民参加のもと、できる人がで

きることから自然環境の保全のために行動す

るきっかけとすることを目的として実施され

ました。多様な主体間で構成される佐野市環

境ネットワーク会議が主体となって、地球温

暖化防止や３R、地域の自然を学ぶイベント

や学習会等と不法投棄ごみやポイ捨てごみ回

収の美化活動等を企画・実施しました。 

 

市の環境行政との協働による取組を進める

にあたって、同会議の運営委員会で事業内容

を検討した結果、様々な環境に関するテーマ

の中から誰もが参加できる美化活動をメイン

に取り上げることとしました。併せて環境に

関するイベントやセミナー、講座等を連動す

ることにより、より効果的な環境啓発を行う

こととしました。 

 

1. 先進地視察 

東京都の NPO 法人すぎなみ環境ネットワ

ークの視察を行い、本事業の実施や本会議の

組織運営を行う際の参考としました。 

2. 「地球温暖化防止」推進のための環境イ

ベント“クールアースデー in SANO” 

平成 24 年 7 月 1 日佐野駅前交流プラザ 

ぱるぽーと周辺で開催しました。会場では、

地球温暖化防止に関するエコブース等を企

画・運営し、環境に関する意識啓発を実施し

ました。また、特別セミナーとして「森林（も

り）の可能性を探る」と題して、森林資源の

有効利用などについて、宮城県登米町森林組

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 23 年 11 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,068 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

NPO 法人安佐グラウンドワーク、NPO 法人

エコロジーオンライン、EM エコの会・佐野、

佐野観光ボランティア友の会、㈱アティク、

㈲オストコーポレーション北関東、住友大阪

セメント㈱、栃木県砕石工業協同組合、栃木

県石灰工業協同組合、㈱ダイセキ、みかも森

林組合、個人 17 名、佐野市（環境政策課） 

自然環境保全推進事業 

佐野市環境ネットワーク会議 × 佐野市 

実施までの経緯   

事業目的

具体的な事業内容

自然環境保全推進事業
佐野市環境ネットワーク会議　×　佐野市

■実施期間
　平成23年11月～平成25年3月
■事業費：1,068千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　NPO法人安佐グラウンドワーク、NPO法人

エコロジーオンライン、EMエコの会・佐野、
佐野観光ボランティア友の会、㈱アティク、
㈲オストコーポレーション北関東、住友大阪
セメント㈱、栃木県砕石工業協同組合、栃木
県石灰工業協同組合、㈱ダイセキ、みかも森
林組合、個人17名、佐野市（環境政策課）
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合の竹中雅治氏より講演をいただきました。 

3. こどもの国環境エコ教室 

佐野市こどもの国こどもの森の工作教室に

て、EM 菌を利用した泥団子づくりから水の

大切さを学ぶ「魔法の泥団子教室」と森の資

源を利用した「親子木工体験教室」を開催し

ました。 

4. 再生可能エネルギー講演会 

「原発を選ばなかった国・デンマークに学

ぶエコスタイル」と題し、ジャーナリストの

ニールセン北村朋子氏に講演をいただきまし

た。また市内で環境啓発活動等に取り組む女

性の皆さんとパネルディスカッションを行い

ました。 

5. 再生可能エネルギーワークショップ 

午前中は住友大阪セメント㈱栃木工場の木

質バイオマス発電施設を見学し、午後は、み

かも森林組合において、千葉大学大学院教授

の倉阪秀史氏と同大学院講師の馬上丈司氏を

お招きして、「地域主導のエネルギー革命」と

題して講演をいただきました。その後、参加

者をグループに分けてワークショップを行い

ました。 

6. 「3R」推進のための環境イベント”もっ

たいないフェア さの” 

再生可能エネルギー推進のための「市民発

電所を作ろう」セミナーや、「みかも山の自然

を学ぼう」、「組手什
く で じ ゅ う

を使用した親子木工教室」

講座を開催しました。 

7. 唐沢山美化活動 

唐沢山県立自然公園においてハイキング及

び登山口美化活動を実施しました。 

8. 協働事業のフォローアップ 

協働事業の成果等をホームページで情報発

信し、自然環境の保全に対する意識啓発を図

りました。 

 

これまでの環境行政は行政主体でしたが、

本事業では、本会議が主体となって企画・運

営に当たりました。本市の豊かな自然環境の

保全を推進するためには、自然環境を学んだ

り美化活動に参加する機会を設けるほか、地

球温暖化防止や 3R の推進等も重要であると

考え、環境に関するイベントや講座等を多数

開催しました。 

こうしたイベントや講座、美化活動に多く

の市民が参加し、自然環境の保全のために行

動するきっかけとなったのではないかと考え

ています。また、本会議の活動が活性化し、

認知度も上がり、会員増加にもつながるなど、

今後の組織運営にもつながりました。 

今後も、引き続き本会議主体の企画、運営

を行いながら、会員増加を図るなどして安定

的な組織運営を目指し、市と連携しながらも

本会議の特色を活かした活動につなげていき

たいと考えています。 

 

 

■問合せ先：佐野市環境政策課 

・住 所：〒327-0398 栃木県佐野市田沼町 974-1 

・電 話：0283-61-1155 

事業の成果と活用 事業の成果と活用

■問合せ先：佐野市環境政策課

・住　所：〒327-0398　栃木県佐野市田沼町974-1

・電　話：0283-61-1155
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(4)宇都宮市における新しい環境共生型ライフスタイルの提案（NPO 法人宇都宮まちづくり市民工房 × 宇都宮市） 

活動の様子  

 

東日本大震災発生により、これまで平穏に

過ごすことができた都市生活の場や身近な居

住環境が、広域的な災害時には非常に脆弱で

あることが顕在化しました。その結果、従来

の経済活動優先、効率第一主義に基づく社会

から、環境と共生した持続可能な社会への転

換が、関心を集めつつあります。このような

転換期だからこそ、宇都宮市における新しい

環境共生型ライフスタイルを提案することが

重要であると考え、本事業では、市民意識の

醸成や地域ニーズ把握の取組を通した提案を

行いました。 

 

環境を配慮した住民の暮らし方や様々な取

組の意識が高まり、太陽光パネルの設置や低

炭素型住宅地など、企業を中心に、ハード面

を重視した取組が進んでいる中、このプラッ

トフォームのメンバーで、どのような提案が

できるのか（方向性・到達点）について考え

る時間に大半を要しました。 

 

NPO 法人宇都宮まちづくり市民工房は、

平成 22 年から、トヨタウッドユーホーム㈱、

宇都宮大学と協働で、「宇都宮におけるエコな

暮らしを考える」をテーマに事業を実施しま

した。その後も継続する予定でしたが、東日

本大震災により中断してしまい、平成 24 年

度に再開しました。再開するにあたり、NPO

法人宇都宮まちづくり市民工房と宇都宮市が

中心となってプラットフォームを形成し、環

境と共生した持続可能な社会を実現するため、

地域の特性を考慮した環境共生型ライフスタ

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 23 年 11 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,150 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

NPO 法人宇都宮まちづくり市民工房、宇

都宮大学、トヨタウッドユーホーム㈱、

宇都宮市（みんなでまちづくり課） 

宇都宮市における 

新しい環境共生型ライフスタイルの提案 

NPO 法人宇都宮まちづくり市民工房 × 宇都宮市 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

宇都宮市における
新しい環境共生型ライフスタイルの提案
NPO法人宇都宮まちづくり市民工房　×　宇都宮市

■実施期間
　平成23年11月～平成25年3月
■事業費：1,150千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　NPO法人宇都宮まちづくり市民工房、宇都

宮大学、トヨタウッドユーホーム㈱、宇都宮
市（みんなでまちづくり課）
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イルの提案を行いました。 

1. 勉強会の開催 

先進事例として、低炭素エコタウン「エコ

ライフスクエア三島きよずみ」や東京都府中

市にある「長寿命環境配慮住宅モデル事業『園

路がつむぐ庭物語』ソーラータウン府中」な

どの見学をしました。また、「里山長屋暮らし

の藤野プロジェクト」や「横浜 MINA GAR

DEN」等、環境に配慮した取組について勉強

会を開催しました。併せて環境に配慮したエ

ネルギー自立型の住まいづくり・まちづくり

について、建築分野やコミュニティ分野の専

門家の方を講師に、基調講演やパネルディス

カッションを行いました。さらには、宇都宮

の特性や地域性を考慮したエコな取組につい

てワークショップを通して意見交換を行いま

した。 

2. ワークショップの開催 

住宅模型や省エネ機器を利用したテーマご

とのワークショップを実施しました。 

3. モデル CG 製作 

環境共生モデルを分かりやすく見せるため

の CG を制作しました。 

4. シンポジウム（成果発表会）の開催 

環境共生型ライフスタイルを提案するシン

ポジウムを開催し、住宅地における環境に配

慮した設備利用、シェアリング、コミュニケ

ーション空間を利用した取組など、宇都宮ら

しさを踏まえた調査・研究の成果を発表しま

した。 

 

プラットフォームには、大学・企業・NPO・

行政の４者が参画し、大学の持つ先駆的な研

究内容や学会等のネットワーク、学生の若い

力、企業の持つ専門的・実践的な知識、NPO

の持つコーディネート力など、それぞれの持

ち味を十分に活用しました。また、環境に配

慮した暮らし方の中に、「宇都宮らしさをどの

ように出すか」「誰にでもできる取組であるか」

「地域のコミュニティの発展を目指せるか」

を考慮した提案になるよう工夫しました。 

 

勉強会やワークショップを通じて、多くの

方と意見交換を実施したことにより、環境（エ

コ）について考えるよい機会となりました。

また、宇都宮の特性や地域性を生かし、新た

な住宅地を想定した環境と共生した取組とし

て、これから目指すべきライフスタイル（自

立電源付集会所、農園・菜園、コミュニティ

空間の活用など）をまとめ、提案することが

できました。 

今後は、プラットフォームメンバーの広報

機能を十分に活用し、住民の環境に対する意

識醸成につなげることにより、多くの方々の

環境に関する意識・知識が高まることを期待

しています。 

 

■問合せ先：宇都宮市みんなでまちづくり課 

・住 所：〒320-0818 栃木県宇都宮市旭 1-1-5 

・電 話：026-632-2287 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：宇都宮市みんなでまちづくり課

・住　所：〒320-8540　栃木県宇都宮市旭1-1-5

・電　話：028-632-2287

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(5)リピーター創出事業 ～那珂川町の交流人口増加に向けて～（那珂川町観光協会 × 那珂川町） 

那珂川ぷらっとクーポンとチラシ 
 

 

那珂川町には、馬頭温泉郷や美術館（もう

ひとつの美術館、広重美術館、いわむらかず

お絵本の丘美術館）、清流那珂川に代表される

自然など、多くの地域資源を有しています。

那珂川町の魅力を再発見し、それを発信する

ことで、町の良さを知ってもらい、町を訪れ

る人を増やすことが重要となります。 

そこで、本事業を通じ、確実にリピーター

を増やすとともに、定住につなげるため、平

成 23 年比で観光客入込数 5%増を目標に掲

げ、事業に取り組みました。 

 

近年、那珂川町における観光客入込数は減

少しています。景気低迷による旅行離れも増

えている中、観光客が求めるニーズは年々多

様化し、そういったニーズに的確に応えるた

めには、さらなる工夫が必要です。 

那珂川町観光協会と那珂川町を中心にプラ

ットフォームを構成し、那珂川町の交流人口

増加に向けて協議検討を重ね、協働事業を企

画・実施しました。 

 

1. 花事業 

那珂川町は季節ごとに花や山野草を楽しめ

る街であり、それぞれの団体がその維持管理

に努めています。しかし、一方で、来町する

方にとっては、目的地の位置関係がわかりづ

らく、不便をきたしていました。それらの課

題を解消すべく、花の見どころ（カタクリ、

岩団扇、ポピーなど）を掲載したパンフレッ

トを作成しました。また、一緒に食事も楽し

んでもらうために、八溝蕎麦を取り扱う店舗

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 23 年 9 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,237 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

（公財）栃木県産業振興センター、那珂川

町観光協会、那珂川流域活性化連絡協議会、

星の見える丘農園、那珂川町商工会青年部、

富山舟戸いわうちわ保存会、金谷郷づくり

会、ボランティア盛谷協議会、NPO 法人山

野草保存会、久那瀬農地水環境保全会、那

珂川町（商工観光課、農林振興課） 

リピーター創出事業 

～那珂川町の交流人口増加に向けて～ 

那珂川町観光協会 × 那珂川町 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

リピーター創出事業
～那珂川町の交流人口増加に向けて～

那珂川町観光協会　×　那珂川町

■実施期間
　平成23年9月～平成25年3月
■事業費：1,237千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　（公財）栃木県産業振興センター、那珂川

町観光協会、那珂川流域活性化連絡協議
会、星の見える丘農園、那珂川町商工会青
年部、富山舟戸いわうちわ保存会、金谷郷
づくり会、ボランティア盛谷協議会、NPO
法人山野草保存会、久那瀬農地水環境保全
会、那珂川町（商工観光課、農林振興課）
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も掲載し、1 日を那珂川町で過ごせる工夫も

施しました。 

2. 体験型事業 

那珂川町が有する様々な資源を活かして、

都市住民との交流事業を企画すべく議論を重

ねました。群馬県中之条町への先進地視察研

修を行いました。事業実現は、平成 25 年度

を目指します。 

3. 那珂川ぷらっとクーポン事業 

那珂川町の特産品や資源を活かしたサービ

スをお得な値段で楽しめるクーポンを 100

部発行し、何度も町を訪れていただける仕組

みづくりを行いました。発売当初は認知度不

足もあり、なかなか売れ行きがかんばしくな

かったのですが、新聞やラジオ（RADIO 

BERRY）で広報・宣伝した結果、総額 50

万円分を用意していたクーポンは完売し、利

用率も 98%を越え、一定の成果を得ること

ができました。 

 

協議を進めるにあたり、個々で活動してき

た各団体が、プラットフォーム構成団体にな

ることで、関係性が深まり、それぞれが持つ

ノウハウや知恵を持ち寄ることができました。 

 

多様な主体によるプラットフォームを形成

し、「那珂川町の交流人口の増加に向けて」と

いうテーマについて、事業を企画し実施して

きました。那珂川ぷらっとクーポンは、町内

のおみやげ品やサービスに利用でき、限定

100 セットは完売し、町外の人に那珂川町を

PR することができました。花と蕎麦のパン

フレット「花めぐり蕎麦めぐり」作成事業で

は、那珂川町が誇る花や山野草と、特産品の

八溝蕎麦を同時に紹介した画期的なパンフレ

ットを作成し、花処や蕎麦処、道の駅等に配

置することで、町内観光資源のネットワーク

の強化が図れました。 

本事業の目標である平成 23 年比で観光客

入込数 5%増はまだ集計されていないため分

からないものの、那珂川ぷらっとクーポンと

花と蕎麦のパンフレット「花めぐり蕎麦めぐ

り」による集客は相当数ありました。 

また、本事業を通じて、各団体の活動意欲

は増し、プラットフォームの基本である、ま

ずは自分たちの活動をしっかりすることの大

切さを改めて認識できました。参画団体は一

様に本事業を高評価しており、町としても、

引き続き多様な主体による協議の場を創出し、

課題解決に向け、住民と連携しながら継続的

に支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

■問合せ先：那珂川町企画財政課 

・住 所：〒324-0692 栃木県那須郡那珂川町馬頭 409 

・電 話：0287-92-1114 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：那珂川町企画財政課

・住　所：〒324-0692　栃木県那須郡那珂川町馬頭409

・電　話：0287-92-1114

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(6)とちぎの農村景観と食文化を素材とするルーラルツーリズムの基盤づくりと実践策（とちぎ協働デザインリーグ × 栃木県） 

 

モニターツアーの対象地・都賀の里  

 

本事業は、豊かな田園風景と食文化に恵ま

れた栃木県の特徴を組み合わせることにより、

新たなルーラルツーリズム（農業体験や農村

滞在を楽しむ旅）の魅力を県内外に発信する

ための基盤づくりと実践策を提案することを

目的としました。 

 

本事業のきっかけとなった「とちぎのふる

さと田園風景百選」事業は平成 22 年度から

実施されました。その中で、当事業の実行委

員会及び選定委員会から、百選事業の効果を

どのように波及させていくのかという意見が

ありました。そこで、本事業では先行して選

定されていた「とちぎ食の回廊」を重ね合わ

せたルーラルツーリズムの実践策を、県農村

振興課と協働で検討することにしました。ま

た、とちぎ協働デザインリーグは、県内 NPO

等の活動支援をミッションとしていることか

ら、本事業の主旨に沿う活動をしている NPO

法人２団体との協働も図ることとしました。 

 

1. 農村景観と食文化を素材とするルーラル

ツーリズムの検討 

(1) 「とちぎ食の回廊」と「とちぎのふるさ

と田園風景百選」を重ね合わせた県域レ

ベルのマッピング→レイヤードマップ

（重ね合わせ地図）の作成 

(2) ルーラルツーリズムに関する広報戦略の

現状と課題把握 

(3) 地域別、季節別のルート作成 

(4) 公共交通の利便性把握 

(5) 「田園風景と食文化を育むとちぎの里め

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 2４年１月～平成 2５年３月 

■事業費：5,000 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

とちぎ協働デザインリーグ、NPO 法人ふ

るさと、NPO 法人とちぎグリーンエージ

ェント、宇都宮大学工学部建築計画研究

室、栃木県（農村振興課） 

とちぎの農村景観と食文化を素材とする 

ルーラルツーリズムの基盤づくりと実践策 

とちぎ協働デザインリーグ × 栃木県 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

とちぎの農村景観と食文化を素材とする
ルーラルツーリズムの基盤づくりと実践策

とちぎ協働デザインリーグ　×　栃木県

■実施期間
　平成24年１月～平成25年３月
■事業費：5,000千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　とちぎ協働デザインリーグ、NPO法人ふる

さと、NPO法人とちぎグリーンエージェン
ト、宇都宮大学工学部建築計画研究室、栃
木県（農村振興課）
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ぐりモニター会議」を設置、モデル事例

地区について評価の機会を設けました。 

2. モデル事例地区におけるルーラルツーリ

ズムの実践策の検討 

(1) 栃木県「美しい田園風景協働保全支援事

業」の採択地区に関する情報収集 

(2) モデル事例地区調査とルーラルツーリズ

ムの提案 

(3) ルーラルツーリズムの先進事例調査 

 長野県東御市海野宿－伝統的宿場景観 

 長野県伊那市－住民主体の農村景観形成 

 長野県小布施町－景観まちづくりのモデル 

 三重県伊勢市横輪－山里の食と風景形成 

3. フォーラム「田園風景と食文化を育むと

ちぎの里めぐり」の開催 

田園風景についての講演、NPO によるツ

ーリズム実践報告を行いました。 

 

 本事業のテーマに関連する既存情報をもれ

なく収集し、事業の成果に反映させること。 

 県行政担当、関連 NPO、モデル調査地区、

モニターツアー対象地区等との連携・協働

を促進するように努めること。 

 モニター会議にワークショップ方式を採り

入れ、参加者の率直な意見を引き出すこと。 

 「とちぎの田園風景写真コンテスト」事業

の成果をフォーラムにも活かすようにする

こと。 

 

 食の回廊と関連情報及び田園風景百選認定

地の情報を 1 つに重ね合わせることで、地

域別・季節別の選択を容易にしました。 

 「とちぎの里めぐり」に関する広報の現状

と課題把握（新聞、ラジオ・テレビ取材等）

を行い、多様な関連情報の整理をしました。 

 11 の地域別にバス停留所を記載した地図

を作成して、田園風景百選認定地等へ行き

やすくする工夫をしました。 

 モニターツアーとワークショップを開催し

て、利用者の立場での食と風景についての

感想を整理することができました。 

 2 カ年にわたる本事業の総括として、前記

フォーラム」を実施しました。（参加約 80

名） 

これからの課題は以下のとおりです。 

 食と風景に関連する情報は多様ですが、個

別化されており、これらをネットワーク化

によりルーラルツーリズムの効果をさらに

向上させます。 

 歩くこと（エコツアー）を原則とする小範

囲の里めぐりルートを数多く提供します。 

地域を訪れるひと（ゲスト、ビジター）をも

てなす側（ホスト、地元）のホスピタリティ

（接遇）の質を高めます。 

 

 

 

■問合せ先：とちぎ協働デザインリーグ 

・住 所：〒320-0032 栃木県宇都宮市昭和 2-2-7 とちぎボランティア NPO センター内 

・電 話：028-623-3455 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：とちぎ協働デザインリーグ

・住　所：〒320-0032　栃木県宇都宮市昭和2-2-7　とちぎボランティアNPOセンター内

・電　話：028-623-3455

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(7)とちぎの食と景観を活かした地域づくり（まんま共和国 × 栃木県） 

行ってみよう！食べてみよう！「とちぎ食の回廊」と 

「とちぎのふるさと田園風景百選」フェアの様子 
 

 

本事業では、県内に 10 箇所ある各食の街

道への誘客促進や、県内農村地域の魅力の一

層の周知を図り、地域住民の「とちぎ食の回

廊」や「とちぎのふるさと田園風景百選」に

対する認知度を高めることを目的としました。 

 

関係団体、関係機関先、担当者への個別ヒ

アリングから、「とちぎ食の回廊」や「とちぎ

のふるさと田園風景百選」に対する地域住民

の認知度向上に伴った、各食の街道へ誘客促

進への課題を把握し、事業を企画しました。 

 

1. 県都におけるイベント“行ってみよう！

食べてみよう！「とちぎ食の回廊」と 

「とちぎのふるさと田園風景百選」フェ

ア”の開催 

平成 24 年 11 月 11 日に宇都宮市オリオ

ン通り市民広場にて“行ってみよう！食べて

みよう！「とちぎ食の回廊」と「とちぎのふ

るさと田園風景百選」フェア”を開催しまし

た。当日は、県内 10 の食の街道の特産品展

示販売やとちぎのふるさと田園風景百選パン

フレットの配布、大型映像装置による食の街

道や田園風景百選の紹介映像の放映等々を行

いました。開催の様子は映像で収録し、その

後、イベント実施状況記録として編集・保存

版 DVD を 20 枚制作しました。 

同フェア開催にあたっては、県内各食の街

道協議会の事務局・担当者へのヒアリング等

を実施しました。また、田園風景百選のオリ

ジナル T シャツや各種映像コンテンツ、事前

告知用リーフレット（5,000 枚）を作成しま

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 24 年 10 月～平成 24 年 12 月 

■事業費：3,028 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

まんま共和国、食の街道協議会のメンバーに

より構成される団体（宇都宮餃子ベジフル街

道、日光例幣使そば街道、いい芳賀いちご夢

街道、とちぎ渡良瀬いちご・フルーツ街道、

歴史とロマンのかんぴょう街道、たかはら山

麓水街道、八溝そば街道、 那須高原ミルク街

道、那珂川あゆ街道、足利佐野めんめん街道）

栃木県（農村振興課） 

とちぎの食と景観を活かした地域づくり 

まんま共和国 × 栃木県 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

とちぎの食と景観を活かした地域づくり
まんま共和国　×　栃木県

■実施期間
　平成24年10月～平成24年12月
■事業費：3,028千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　まんま共和国、食の街道協議会のメンバーによ

り構成される団体（宇都宮餃子ベジフル街道、日
光例幣使そば街道、いい芳賀いちご夢街道、とち
ぎ渡良瀬いちご・フルーツ街道、歴史とロマンの
かんぴょう街道、たかはら山麓水街道、八溝そば
街道、 那須高原ミルク街道、那珂川あゆ街道、
足利佐野めんめん街道）、栃木県（農村振興課）
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した。さらには、東京スカイツリーや浅草駅、

池袋駅、大宮駅、柏駅、新越谷駅、横浜市役

所前に設置されている映像表示機を使用した

デジタルサイネージ（電子広告）による首都

圏向け情報発信活動を行いました。 

2. 映像コンテンツの制作 

県内 10 箇所ある各食の街道と田園風景百

選を併せて紹介する各街道3分以上の映像コ

ンテンツをDVDとして10枚作成しました。 

3. 食の回廊 PR ブックの制作 

各食の街道協議会の会員店と協働した食の

回廊 PR ブックを作成しました。 

 

フェアの開催にあたっては、より多くの

人々に「とちぎ食の回廊」と「とちぎのふる

さと田園風景百選」の周知を図れるように、

栃木県商工会連合会主催のイベント「“スー爺

サンタ”の軽トラ市」等と連携し、相乗効果

が得られるようにしました。 

PR 手法についても、首都圏各地にある大

型映像装置によるデジタルサイネージ（電子

広告）を活用するなど、従来にない手法を取

り入れました。また、今回の諸活動を DVD

化し、複製を容易にすることにより、多方面

にわたり情報を広く発信し、情報を共有しま

した。さらには、すべてのデザインが異なる

102 種類のオリジナル T シャツを作成し、

各食の街道協議会の構成員に配布し、それら

を各種イベント等で着用することにより、お

金をかけない動く広告塔を現出し、「とちぎの

田園風景」の PR 等をしました。 

このように構成団体のおのおのが持ってい

る経営資源や知恵、デジタルサイネージ（電

子広告）をうまく活用することにより、お金

をかけなくても、効果が出る活動を心がけま

した。 

 

「とちぎ食の回廊」と「とちぎのふるさと

田園風景百選」フェアでは、集客数 4,000

余名を数え、また制作した各種映像コンテン

ツを会場に設置されている 210 インチ映像

表示機を有効活用し、その PR 目的を十二分

に果たすことができました。 

また、同事業で作成された成果物の各種映

像コンテンツは、栃木県や各食の街道協議会

等での再利用・再加工ができるため、各種イ

ベントでの利用はもとより HP への掲載、協

議会会員への積極的利活用が図れます。 

それ以外にも、街道名入りのステッカー・

ミニのぼりセット・テーブル用三角柱 POP

の作成配布、看板の設置、駅での DVD 放映、

街道名入りのテント・大型懸垂幕の作成等を

行うことにより、有効な PR ができました。 

今後も、作成した PR 資材を有効に活用し

ながら継続的に PR 活動を行い、農村地域の

活性化を図っていきたいと思います。 

 

■問合せ先：栃木県農村振興課 

・住 所：〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田 1-1-20 

・電 話：028-623-2333 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：栃木県農村振興課

・住　所：〒320-8501　栃木県宇都宮市塙田1-1-20

・電　話：028-623-2333

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(8)壬生町干瓢生産振興推進事業（壬生町干瓢生産流通推進協議会 × 壬生町） 

壬生町かんぴょう伝来 300 年記念祭の様子  

 

栃木県の代表的な特産品である干瓢が、当

時の壬生城主である鳥居忠英により滋賀県甲

賀市から正徳 2 年（1712 年）に壬生町に伝

えられてから平成 24 年で 300 年を迎えた

ことを機に、さらなる干瓢の生産振興を図る

ための事業を実施しました。併せて平成 23

年 3 月 11 日に発生した東日本大震災及び福

島第一原子力発電所事故による栃木県農産物

に対する風評被害からの復興を目的としまし

た。 

 

近年、干瓢生産を取り巻く環境は、輸入品

の増加や生産者の高齢化、後継者不足等年々

厳しくなってきています。栃木県の代表的な

特産品である干瓢が伝来して 300 年という

節目を迎えるにあたり、干瓢の素晴らしさ、

伝統ある優れた食文化の継承を図るとともに、

干瓢の生産振興を推進することとしました。 

 

壬生町干瓢生産流通推進協議会を活用した

プラットフォームを構成し、下記事業を実施

しました。 

1. 壬生町かんぴょう伝来 300 年記念祭 

平成 24 年 8 月 11～12 日の 2 日間にわ

たり、みぶハイウェーパークにて開催し、延

べ約 2 万人の方にご来場いただきました。記

念祭では、壬生町出身で平成 23 年から壬生

町干瓢大使を務めているフォークシンガーの

サトウヒロコさんのライブや、干瓢にまつわ

るクイズ大会、干瓢音頭保存会など、様々な

ステージショーを実施しました。また、機械

や手カンナによる干瓢剥き体験、郷土料理の

無料配布を行い、干瓢について県内外の方々

に広く PR を行いました。 

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 23 年 12 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：3,028 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

壬生町干瓢問屋組合、壬生町農業委員会、

生産者、JA しもつけ、壬生町商工会、壬

生町（農政課）、栃木県（下都賀農業振興

事務所） 

壬生町干瓢生産振興推進事業 

壬生町干瓢生産流通推進協議会 × 壬生町 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

壬生町干瓢生産振興推進事業
壬生町干瓢生産流通推進協議会　×　壬生町

■実施期間
　平成23年12月～平成25年3月
■事業費：3,028千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　壬生町干瓢問屋組合、壬生町農業委員会、

生産者、JAしもつけ、壬生町商工会、壬
生町（農政課）、栃木県（下都賀農業振
興事務所）
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2. 農商工連携推進に関する講演会 

講師に㈱ただいま代表取締役社長の佐藤翼

氏をお招きして「農商工連携による地元農産

物の利活用について」との演題で、ご講演を

いただきました。 

参加者からは、地元農産物の生産振興及び

消費拡大による地域活性化を図るヒントを得

ることができたとの声が寄せられました。 

3. かんぴょう伝来 300 年記念事業 

観光地域連携事業として、鬼怒川・川治温

泉との共同 PR として、旅館での食事に干瓢

を活用してもらい、同事業の周知を行いまし

た。また、町のお祭り等にて干瓢を使った郷

土料理の無料配布を行いました。さらにゆう

がおの実を利用した新たなメニュー開発を依

頼し、学校給食や料亭等にて提供しました。

また、記念大会、健康福祉まつり、ゆうがお

マラソン大会に大使を派遣し、干瓢伝来 300

年の PR を行いました。 

他にも、干瓢伝来 300 年の記念事業の一

環として「とちぎ・かんぴょう伝来 300 年

記念かんぴょう料理コンテスト」を開催しま

した。 

4. かんぴょう PR 事業 

東京スカイツリーのとちまるショップにお

いて、県外の方向けに PR 活動を行いました。 

また、平成 24 年 6 月 25 日「道の駅しも

つけ」で行われた「とちぎ・かんぴょう伝来

300 年記念かんぴょう料理コンテスト」の入

賞作品 7 点のレシピを中心に、干瓢の保存方

法などを載せたレシピ集を作成・配布し、PR

活動を行いました。 

 

普段食べている干瓢がどのように生産され

ているかあまり知られていないことから、干

瓢剥きの生産工程を体験してもらいました。

また、講演会の実施により干瓢が優れた健康

食品であるとの認識を深めていただきました。 

 

本事業の実施により、干瓢の生産振興や消

費拡大を図ることができました。また、干瓢

の歴史や干瓢が栄養に優れた食品であること

を再認識でき、町民の愛郷心を育てることも

できました。 

今後も生産者の高齢化と生産量の減少が進

む中、需要拡大に向けた干瓢の新たな生産方

式及び新商品開発の取組を推進し、流通等の

活性化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問合せ先：壬生町農政課 

・住 所：〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町通町 12-22 

・電 話：0282-81-1839 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：壬生町農政課

・住　所：〒321-0292　栃木県下都賀郡壬生町通町12-22

・電　話：0282-81-1839

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(9)わがまちへの誇りと郷土愛の醸成事業（姿川地区まちづくり協議会 × 宇都宮市） 

 

副読本 「ふるさと再発見 わたしたちの姿川」 
 

 

姿川地区では、地域が目指す 10 年後の地

域像の基本構想「姿川地区将来ビジョン」が

平成 23 年度に策定されました。同ビジョン

を進めるにあたり、「まちづくり」を自然や歴

史、安心・安全など６つの分野に分け、それ

ぞれの分野でプラットフォームを構築し、地

域の特色あるまちづくり事業を展開していま

す。本事業では同地区に多数存在しながらも

十分に周知されていない歴史的文化財や、ゆ

かりのある文化人などの貴重な地域資源を、

住民に広く発信することによって、地域への

誇りや郷土愛の醸成を図ることを目的としま

した。また併せて、地域での共通の話題を提

供することにより、世代を超え、同ビジョン

に掲げたアイデンティティのひとつ「自然と

歴史を大切にし、新しい文化を創造する住み

やすいまちづくり」に寄与することも目的と

しました。 

 

姿川地区には貴重な歴史・文化的な地域資

源が存在していますが、地域住民には十分に

認知されているとは言えないことから、地区

内の発掘調査などの成果を一堂に集めた展示

会や講演会を開催し、さらには地域の歴史的

文化財などの地域資源の紹介のほか、サイク

リングマップなども取り入れたガイドブック

を作成することとしました。また、小学生向

け副読本を作成し、地域住民の方々に広く発

信していくこととしました。 

 

地域の方々や地元の学校関係者と協働し、

姿川地区の学校の教材副読本や歴史文化財ガ

イドを作成し、あらゆる世代での郷土愛の醸

成を図りました。また、地区内の小中学校の

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 23 年 9 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,210 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

姿川地区まちづくり協議会、姿川地区歴

史と文化の会、姿川中央小学校、姿川第

一小学校、姿川第二小学校、新田小学校、

宇都宮市、㈲正栄社印刷所 

わがまちへの誇りと郷土愛の醸成事業 

姿川地区まちづくり協議会 × 宇都宮市 

事業目的
実施までの経緯   

わがまちへの誇りと郷土愛の醸成事業
姿川地区まちづくり協議会　×　宇都宮市

■実施期間
　平成23年9月～平成25年3月
■事業費：1,210千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　姿川地区まちづくり協議会、姿川地区歴

史と文化の会、姿川中央小学校、姿川第
一小学校、姿川第二小学校、新田小学
校、宇都宮市、㈲正栄社印刷所

具体的な事業内容
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協力をいただき、校外学習の際に歴史文化財

への散策を組み入れ、実際に触れる機会の創

出を図りました。 

1. 小学生向け副読本 

小学校の総合学習用のテキストとしてや土

曜講座、授業や子ども会の行事において活用

してもらうことを目的に、学校と地区が協働

して、姿川地区内の歴史文化財やゆかりのあ

る人物を盛り込んだ小学生向け副読本「ふる

さと再発見 私たちの姿川」を 1500 冊作成

し、同地区小学校 4 年生以上の児童に配布し

ました。制作にあたり、子どもたちに自分た

ちで姿川地区について調べる意欲を持たせる

ことができるよう、易しい言葉を使うととも

に、写真や図表などを多く取り入れ視覚的に

わかりやすくする工夫をしました。 

副読本を制作する過程で資源の洗い出しな

どを行った結果、改めて編集メンバーも貴重

な歴史文化的な地域資源について知識を深め

ることができました。 

2. ガイドブック（姿川さんぽ） 

 

同地区の広報発信を目的に、各種イベント

などでも活用できるガイドブックを作成しま

した。作成にあたって同地区内の歴史文化財

をコースに取り入れたウォーキングマップな

ど、多角的に興味関心を高める内容を盛り込

む工夫をしました。 

3. 歴史展の開催 

地区内の歴史を知るきっかけとすることを

目的に、平成 23 年度は「掘り出された姿川

の歴史展」と「記念講演会」、平成 24 年度は

「姿川の川上澄生と村の版画展」を開催しま

した。 

 

ガイドブックと小学生向け副読本を編集す

るにあたり「姿川地区歴史と文化の会」の会

員をそれぞれ専門分野に分けました。ガイド

ブックについては、地域の文化財ボランティ

アの方を中心に、小学生向け副読本について

は、地区内の学校教員を中心とした編集委員

会を結成し、作成にあたりました。 

 

本事業の実施により、地域住民に、改めて

「ふるさと」への誇りと愛着を再認識してい

ただく機会となりました。特に子どもたちの

郷土愛を育む機会ともなりました。今後も、

本事業で作成したガイドブックや副読本を活

用し、「姿川地区将来ビジョン」の達成に向け

て努力していきたいと思います。 

 

 

 

■問合せ先：姿川地区まちづくり協議会（姿川地区歴史と文化の会） 

・住 所：〒321-0151 栃木県宇都宮市西川田町 805-1 （姿川地区市民センター内）

・電 話：028-658-1594 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：姿川地区まちづくり協議会（姿川地区歴史と文化の会）

・住　所：〒321-0151　栃木県宇都宮市西川田町805-1（姿川地区市民センター内）

・電　話：028-658-1594

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(10)新市の一体感の醸成（NPO 法人ハイジ × 栃木市） 

渡良瀬遊水地を巡っている様子 

 

市町合併後の新市においては、それぞれの

地域の特徴や資源を各地域住民が知ることが

重要です。新市の一体感の醸成に向け、各地

域の資源を再発見できる交流事業等を実施し

ました。また、市民自らが栃木市全域の名所

旧跡を再発見することにより、郷土の素晴ら

しさを市内外にアピールできるよう、観光大

使の育成を図りました。 

 

NPO 法人ハイジ理事会で、「市民が合併し

てよかったと思える栃木市にするには、どう

したらよいか」を話し合いました。以前、「ネ

ットワークとちぎ」が、平成 22 年に栃木県

の委託事業「NPO・ボランティア理解促進事

業」で、合併した各地域の地元の方に案内人

をお願いし、参加者と一緒にウォーキングを

するイベントを行っており、これを参考にし

ました。その地域の自然、景観、歴史、文化

に触れ、魅力ある地域資源を活かしたまちづ

くりをしたいと思い、栃木市地域まちづくり

課へ相談しました。 

また、TOSS 下野教育サークルの「子ども

観光大使事業」の企画もあり、大人向けと子

ども向けの両方を実施することとなりました。 

 

NPO 法人ハイジと栃木市を中心に、多様

な主体によるプラットフォームを構成し、新

栃木市の一体感の醸成という地域課題を解決

するための協働事業を企画し、NPO 等への

委託等により実施しました。 

1. 栃木のとちぎ交流事業 

公募による延べ 145 名の参加者により、

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 23 年 9 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,214 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

NPO 法人ハイジ、TOSS 下野教育サーク

ル、栃木市観光ボランティア協会、大平町

観光案内ボランティアの会、とちぎアマチ

ュアビデオライブラリー、NPO 法人ふるさ

と、西方町文化財愛護ボランティア、ネッ

トワークとちぎ、ケーブルテレビ㈱、栃木

市（地域まちづくり課） 

新市の一体感の醸成 

NPO 法人ハイジ × 栃木市 

事業目的

実施までの経緯   
具体的な事業内容

新市の一体感の醸成
NPO法人ハイジ　×　栃木市

■実施期間
　平成23年9月～平成25年3月
■事業費：1,214千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　NPO法人ハイジ、TOSS下野教育サーク

ル、栃木市観光ボランティア協会、大平町観
光案内ボランティアの会、とちぎアマチュア
ビデオライブラリー、NPO法人ふるさと、
西方町文化財愛護ボランティア、ネットワー
クとちぎ、ケーブルテレビ㈱、栃木市（地域
まちづくり課）
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栃木市内の名所旧跡を巡る交流事業を6回に

わたり実施しました。 

2. 栃木のとちぎ交流事業映像記録撮影事業 

「栃木のとちぎ交流事業」において、名所

旧跡及び交流の様子を撮影しました。 

3. 新栃木市記録映像編集事業 

NPO が撮影した「栃木のとちぎ交流事業」

の記録映像の編集作業を行いました。 

4. めざせ！とちぎふるさと子ども観光大使

事業 

公募による延べ 222 名の小学生の参加者

により、栃木市内の名所旧跡等を巡る 7 回に

わたる講座を実施しました。その結果、栃木

市子ども観光大使 41 名が認定されました。 

5. 協働事業の評価 

協働事業の評価をするため、プラットフォ

ーム会議を開催し、協働の評価と次年度以降

の取組を協議しました。 

 

プラットフォームの構成メンバーは、栃木

市各地域で活躍している方にお願いし、会議

の場所も各地域で行いました。また、事業企

画案をメンバーそれぞれが立案し、会議で情

報の共有を図りました。「栃木のとちぎ交流事

業」は、1 回ごと担当制にし、当日の運営、

案内人等への連絡調整等はメンバーが行いま

した。「子ども観光大使事業」は、TOSS 下

野教育サークルが各地域の担当と一緒に当日

の運営を担いました。 

 

「栃木のとちぎ交流事業」と「子ども観光

大使事業」の参加者には、これまで交流のな

かった地域の人達、子どもたち同士で交流を

図っていただきました。そして、自分たちの

住んでいる栃木市に誇りを持ち、積極的に栃

木市の素晴らしさを発信することの大切さを

知っていただきました。各地域のプラットフ

ォームメンバー同士の交流も図ることができ、

事業を継続する際の協力体制が整いました。

今後も様々な形での協働事業が期待できます。

また、「栃木のとちぎ交流事業」の記録映像は、

栃木市の良さを再発見してもらうため、とち

ぎ市民活動推進センターのイベントや、とち

ぎ協働まつり、各地域のイベント等で放映し

ます。「子ども観光大使事業」については、多

くの子どもたちに栃木市の良さを知ってもら

え、他の小学校の子どもたち同士が交流をも

つことができました。 

今後も事業を継続し、地域の魅力を発見・

発信できる人を育て、観光に貢献するととも

に、地域の人たちが自然に交流し、合併して

よかったと思えるようにしていきたいと思い

ます。また、小学生の頃から地域資源に気づ

いてもらうことで、郷土愛を育てていきたい

と思います。 

 

 

■問合せ先：NPO 法人ハイジ（とちぎ市民活動推進センターくららの指定管理者） 

・住 所：〒328-0043 栃木県栃木市境町 19-3（とちぎ市民活動推進センター内） 

・電 話：0282-20-7131 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：NPO法人ハイジ（とちぎ市民活動推進センターくららの指定管理者）

・所在地：〒328-0043　栃木県栃木市境町19-3（とちぎ市民活動推進センター内）

・電　話：0282-20-7131

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(11)下野市の文化保護活用事業（下野薬師寺ボランティアの会 × 下野市） 

下野市史跡まつりでの餅つきの様子 
 

 

下野薬師寺周辺については、近隣に「道の

駅しもつけ」がオープンしたことなどに伴い、

市内外の交流人口が増加し、地域観光資源と

してより一層の活用が望まれています。その

ため、下野薬師寺を中心とする地域の文化財

を観光資源としてより一層活用するため、既

存イベントの充実や施設設備の充実を図りま

した。また、地域の歴史や自然に触れる機会

を設け、郷土愛や文化財保護の精神を養うこ

とを目的として、史跡まつりのプレイベント

を開催しました。史跡まつりは、前年比 10％

増を目指しました。 

 

下野薬師寺跡を中心とした事業は、今まで

下野薬師寺ボランティアの会が中心となり単

独で実施してきました。今回は下野薬師寺を

はじめ市内にある文化財活用事業ということ

で、市内で活動する歴史などに関係があるボ

ランティア団体に協力を求めプラットフォー

ムを設置しました。市内にある文化財の活用

というテーマでプラットフォームを設置した

ため、前向きな検討ができました。 

 

下野薬師寺ボランティアの会と下野市を中

心に、多様な主体によるプラットフォームを

構成しました。下野市薬師寺地域の文化保護

と活用という地域課題を解決するため、プラ

ットフォームにおいて協働事業を企画し、ボ

ランティア団体等との協働により実施しまし

た。 

1. 史跡まつりイベント支援 

下野薬師寺跡で開催している史跡まつりに

対する支援、雅楽等のイベントの補助を行い

ました。 

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 24 年 7 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,114 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

下野薬師寺ボランティアの会、下野市観光

ガイドボランティアの会、南河内歴史研究

会、しもつけ市を元気にする会、木を知ろ

う森を知ろう会、下野市教育委員会（文化

課、歴史館）、下野市（総合政策課） 

下野市の文化保護活用事業 

下野薬師寺ボランティアの会 × 下野市 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

下野市の文化保護活用事業
下野薬師寺ボランティアの会　×　下野市

■実施期間
　平成24年7月～平成25年3月
■事業費：1,114千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　下野薬師寺ボランティアの会、下野市観光

ガイドボランティアの会、南河内歴史研究
会、しもつけ市を元気にする会、木を知ろ
う森を知ろう会、下野市教育委員会（文化
課、歴史館）、下野市（総合政策課）
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2. 講演会の開催等に伴う支援 

下野市の歴史に関する啓発のため、下野薬

師寺関連の講演会を開催しました。 

3. 情報発信 

下野市薬師寺周辺のグリーンマップや樹木

のプレートを作成し、歴史ばかりではなく自

然にも親しんでもらいました。 

4. 歴史館支援（来館者案内・体験事業用備

品購入） 

プロジェクター・スクリーン・餅つき機・

缶バッジ制作キッドを購入しました。 

5. 事業企画の検討に伴う補助 

先進地（房総の村）で研修を実施しました。 

 

企画した事業を実施する際に皆で協力した

事業展開ができるよう、それぞれの団体に役

割分担をして行いました。また、文化財だけ

ではなく自然環境などを活かした取組も行い

ました。 

 

史跡まつりでは、一昨年オープンした道の

駅しもつけの研修室を活用し、プレイベント

として午前中は二胡の演奏会・午後は下野薬

師寺についての講演会を開催し、それぞれ定

員の150名が集まり盛大に開催できました。

また、史跡まつりでは来場者が 1,300 人を

数え、前年に比べ 20%増えました。また、

プレイベントを含めると前年に比べ 30%以

上来場者が増加し、大きな成果がありました。 

本事業終了後も下野薬師寺歴史館や下野薬

師寺ボランティアの会を中心としたイベント

等が企画されていますが、プラットフォーム

で集まったメンバーとも協働で事業を開催し

ていきたいと思います。 

今後は下野薬師寺跡だけではなく、他の史

跡とゆかりのある団体などにも働きかけ、学

校や地域と連携し協働で活用を図っていきた

いと思います。その手始めとして、下野国分

寺跡が平成 25 年度で史跡整備終了のため、

今回作成した樹木マップを下野国分寺周辺地

域においても作成するなど、史跡と自然環境

を活かした活用を幅広い地域で行っていきた

いと思います。 

下野薬師寺周辺樹木マップ 

 

 

 

 

 

 

■問合せ先：下野市文化課 

・住 所：〒329-0511 栃木県下野市石橋 552-4 

・電 話：0285-52-1120 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：下野市文化課

・住　所：〒329-0511　栃木県下野市石橋552-4

・電　話：0285-52-1120

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(12)「はにしの里」歴史遺産保護事業（はにしの里自然塾 × 壬生町） 

先進地視察の様子  

 

「はにしの里」と称される羽生田地区には、

古代下毛野国を代表する多くの古墳が築かれ

ています。しかし、地元住民には意外と知ら

れていないのが現状でした。そこで、地元住

民の方に「はにしの里」の歴史を知っていた

だき、そのうえで史跡等の環境整備を行い、

住民が気軽に地域の文化遺産に触れることが

できる機会を創出するとともに、当該地域の

活性化を図ることを目的としました。 

 

以前より、町教育委員会では、町内全域の

史跡（指定を受けた古墳）について、古墳の

環境整備を進めていました。しかし、羽生田

地区のみ実施されない状況にあり、見学者か

ら草が生い茂り古墳が見学できない等の苦情

が寄せられていました。また、同地区の古墳

は、近年の発掘調査により、「国内最大級の家

形埴輪」等が出土したことから、関東近県よ

り大型バス等で訪れる団体も多くなりました。

過去に他県からきた見学バスが脱輪するなど

の事故があったため、古墳の環境整備、古墳

への案内道標の整備、駐車場の確保など、早

急に整備する必要がありました。 

 

設置準備段階において古墳の解説・見学会

等を行い、地元の歴史遺産に関する再認識の

機会としました。古墳の環境整備、古墳道標

及び案内板の整備、歴史講座等をはにしの里

自然塾が主体となり実施しました。 

1. 古墳環境整備事業 

 桃花原古墳下草刈り作業【計 2 回、参加

者延べ 41 名】 

 富士山古墳下草刈り作業【計 2 回、参加

者延べ 22 名】 

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 24 年 9 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：1,201 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

はにしの里自然塾、夢・はにしの里協議

会、みぶ埴輪会、壬生町文化財保護審議

会、壬生町（歴史民俗資料館） 

「はにしの里」歴史遺産保護事業 

はにしの里自然塾 × 壬生町 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

「はにしの里」歴史遺産保護事業
はにしの里自然塾　×　壬生町

■実施期間
　平成24年9月～平成25年3月
■事業費：1,201千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　はにしの里自然塾、夢・はにしの里協議

会、みぶ埴輪会、壬生町文化財保護審議
会、壬生町（歴史民俗資料館）
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下草刈り作業の様子 

2. 文化財案内板整備事業 

 古墳案内の道標の修繕作業【計 3 回、参

加者延べ 16 名】 

 「はにしの里」古墳群案内板の設置作業

【1 回、参加者 11 名】 

 古墳解説書収納箱の設置作業【1 回、参

加者 10 名】 

3. 「はにしの里」歴史講座の開催 

 埴輪作り教室の開催【参加者 22 名】 

 羽生田地区古墳出土資料の見学会の開催

【参加者 9 名】 

 古墳出土資料の見学 

 

羽生田地区の住民は、自分たちのふるさと

にある古墳について、興味はあるが、古墳の

実態、さらには歴史的遺産としての価値につ

いてはあまり知らない状況にありました。そ

こで、最初に、群馬県高崎市にある当時の姿

に復元された古墳へ見学に出向くことで、羽

生田地区にも想像を絶する壮大な古墳が存在

していたことを再認識することができました。

また、埴輪作りや古墳からの出土品の見学を

通して古墳に対する関心を深めました。 

はにしの里自然塾及び壬生埴輪会は、古墳

説明会や先進地域の古墳の整備状況を見学し

たことにより、地元に残る歴史遺産が全国レ

ベルの文化財であることを認識することがで

きました。また研修会等をとおし、地域の人々

がふるさとの歴史的遺産を大切にし、後世に

引き継ごうとする意識が芽生えました。 

 

以前より、地域住民においても、地元の古

墳をきれいにしたいという願望はありました

が、なかなか実行できませんでした。本事業

を契機に、地元の有志が中心となり、各団体

が、結束し実行することができたことが大き

な成果といえます。 

また、インターネット上などの口コミサイ

トでは、管理が行き届かない古墳として、不

名誉な紹介がなされてきました。本事業によ

り、古墳の草刈り、古墳案内道標の修繕、整

備、古墳解説案内箱の設置等を行っていく予

定です。 

 

 

 

 

 

 

■問合せ先：壬生町生涯学習課 歴史民俗資料館 

・住 所：〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町通町１２－２２ 

・電 話：0282-82-8544 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：壬生町生涯学習課　歴史民俗資料館

・住　所：〒321-0292　栃木県下都賀郡壬生町通町12-22

・電　話：0282-82-8544

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用
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(13)懐かしい“ふるさと とちぎ”の回想事業（下野民俗研究会 × 栃木県） 

懐かしい”ふるさと とちぎ”回想展の様子  

 

本事業は県民文化の更なる振興とともに、

県民が“ふるさと とちぎ”への愛着を深め、

誇りと自信を持って郷土づくりに取り組める

よう、意識の高揚を図ること目的とします。 

 

時の流れの中で、未来に継承すべき文化的

価値のある品々が、適切に管理されず散逸・

廃棄されているケースが発生しており、文化

振興の観点から大変な損失になっています。

一方、本県は歴史・伝統・文化・産業と実力

がありながらも全国的な認知度はとても低く

「無名実力県」と指摘されています。これを

払拭するためには、県民各々が本県の魅力を

再認識し、情報発信していくことが大切です。

そこで、昔懐かしい品々を活用した文化事業

を通じ、県民が先人たちの築いてきた郷土へ

の愛着を深め、誇りと自信を持って今後の郷

土づくりに活かせるよう意識の高揚を図るこ

とはできないかと考えました。 

 

1. 懐かしい”ふるさととちぎ”回想展の開催 

平成25年2月16日から3月17日まで、

県庁舎内 3 会場で開催され、期間中合わせて

28,231名が来場しました。写真、絵はがき、

ポスター・チラシ、レコード、看板等が展示

された会場に多くの方が訪れ、県庁の理解・

認知度を高めるきっかけにもなりました。 

2. 記念催事「昭和の集い」の開催 

平成 25 年 2 月 23 日に開催し、137 名

の方にご参加頂きました。第一部の「昭和の

遊びに挑戦」では、コマを回す高齢者の元気

な姿がとても印象的でした。また、おじいち

ゃんとそのお孫さんが、福笑いに興じる様子

が地元紙に取り上げられ、大きな反響があり

具体的な事業内容 

実施までの経緯 

事業目的 

■実施期間 

平成 24 年 9 月～平成 25 年 3 月 

■事業費：3,000 千円 

■プラットフォーム構成機関（団体名等） 

下野民俗研究会、宇都宮メディアアーツ

専門学校、随想舎、下野新聞社、那須塩

原市（那須野が原博物館）、栃木県（総合

政策課、県民文化課、美術館、博物館）、

栃木県教育委員会（文化財課、文書館） 

懐かしい“ふるさと とちぎ”回想事業 

下野民俗研究会 × 栃木県 

事業目的

実施までの経緯   

具体的な事業内容

懐かしい “ふるさと とちぎ” 回想事業
下野民俗研究会　×　栃木県

■実施期間
　平成24年9月～平成25年3月
■事業費：3,000千円
■プラットフォーム構成機関（団体名等）
　下野民俗研究会、宇都宮メディアアーツ

専門学校、随想舎、下野新聞社、那須塩
原市（那須野が原博物館）、栃木県（総合
政策課、県民文化課、美術館、博物館）、
栃木県教育委員会（文化財課、文書館）
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ました。第二部前半の「昭和を懐かしむ」で

は、郷土史に精通する方々から、戦中・戦後

の様々な思い出話が語られました。来場者か

らは「郷土への理解を深められ、未来に向け

て活かしていこうと思った」との声が寄せら

れました。後半の「昭和を歌おう」では、地

元の歌手・楽団との昭和メロディの合唱等に

より、活気に満ちた時代を懐かしみ、元気を

出してもらおうとの企画でした。また、アン

コールで合唱した「県民の歌」に「県民とし

ての誇り」を感じたとの声も寄せられました。 

3. ふるさと回想リレー講座の開催 

「とちぎの歴史の一幕」をテーマに博物館

や美術館等の専門家による映像を交えた講座

を全４回開催し、延べ 157 名が受講しまし

た。受講者からは「知らなかったことが多く

大変良かった」等の声が寄せられました。 

4. 懐かしい品々のデータベース化 

平成 24 年 11 月 15 日から約 1 ヶ月間を

募集期間とし、県民から懐かしい品々を募り、

42 名の方々から 676 点の懐かしい品々が

寄せられました。これらをデータ化し、県内

博物館等と情報共有を図りました。 

 

プラットフォームのメンバーは、ノウハウ

や人脈の活用を目的に、本県の民俗・文化・

芸術分野の第一線で活躍中の方々にお願いし

ました。会議進行にあたっては、そのテーマ

について「何を知っているか」「何ができるか」

を導きながら議論を展開していきました。そ

のため話題も広がり、企画に厚みが増し、協

働の醍醐味を感じることができました。また、

事業企画に際しては、「県民参加型」という点

にこだわりました。具体的には、県民からお

借りしたものを展示することとし、単なる展

示会にとどまらぬよう、それらの品々にまつ

わる思い出・エピソードをコメントいただく

よう心がけたり、展示会場での解説員として、

地元のボランティア団体に協力を求めました。 

 

本事業は短期間での運営となりましたが、

アンケートでも「貴重な品々を大切に保存し

てほしい」等の声が寄せられ、企画した趣旨

も伝わり一定の成果が得られました。特に次

回開催を望む声が多く、想像以上に昔を懐か

しみたいというニーズがあることを把握でき

ました。今後は本事業をより生活に身近な市

町単位で実施することにより、歴史・文化を

共有する住民の間の絆も深まり、更なる地域

活性化につながるものと期待できます。 

下野民俗研究会は、各市町の民俗・歴史資

料館や博物館の関係者が多く会員となってお

り、本事業で得られたノウハウを会員間で共

有し、各地域で取り組む際には、その地域の

社会資源を活用し、多様な主体と連携を図り

ながら、支援を行っていきたいとのことです。 

 

■問合せ先：栃木県県民文化課 

・住 所：〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田 1-1-20 

・電 話：028-623-3422 

事業の成果と活用 

事業を進める上での工夫 

■問合せ先：栃木県県民文化課

・住　所：〒320-8501　栃木県宇都宮市塙田1-1-20

・電　話：028-623-3422

事業を進める上での工夫

事業の成果と活用


